北病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	


令和2年8月19日（水)　　　　司会：苅田　葉子　　記録：苅田　葉子
	松村
	木村
	新山
	苅田
	岩藤
	清川
	田口
	秋山

	深
	　休
	準
	○
	深
	○
	休
	準

	横町
	原子
	石橋
	柴垣
	
	
	
	

	休
	
	深
	○
	
	
	
	


＜連絡事項＞
・栄養間管理室より
8/26（昼）メニューが以下のように変更になります。

「ヨーグルト」　→　「ヤクルト」

（トロミの方はヨーグルト）

周知お願い致します。

・＜患者様連絡事項＞
・風穴　義信様～歩行状態不安定さ著しい為、歩行補助器など介護保険で利用できるものがないかPSWへ相談しています。
・中村　豊様～足のムズムズ感訴えあり、8/20（木）～ビペリデン塩酸塩錠1×3（毎食後）増薬となっています。
・角濱　義弘様～健康保険限度額・負担額減額認定証の期限が7/31日で切れており、今月中に役場で手続きが必要のため、8/20（木）9：30～14：00迄外出予定。
・畑中　成夫様～国民健康保険証と健康保険限度額・負担額減額認定証の期限が7/31日で切れている為、本人が姉様連絡し確認と手続きを依頼していく予定。

・坂本　福子様～9/4（金）9：30～9/5（土）15：00まで、青山荘の宿泊体験の予定。
　　　　　　　　※シャンプー、薬、現金（3235円）持参して下さいとの事。
＜要注目の患者様＞
・上村　みわ様～食事は各食1/3・適宜水分補給もしています。体動時、疼痛の訴えは続いていますが、リハビリパンツの交換も拒否ありません。仰臥位でいる事が多く、腰部中心に汗疹と一部発赤がみられており、明日の皮膚科受診を勧めるも拒否的発言あり。引き続き、身体症状や皮膚状態の観察と口腔ケアや保清の保持、ＡＤＬのレベルが上がるように関わっていきます。
・高田　マキ様～拒否なくシャワー浴しており下腿の保清ができています。腫脹変わりなく、浸出液少量ガーゼに付着、皮膚の色素沈着みられています。一時的に叫ぶ事がありますが、不機嫌さはみられず、対応も穏やかです。
今後も適宜足浴を行い清潔保持と身体状態・精神状態を確認、介入を継続していきます。

・高橋　伸治様～プログラム前に頭痛訴えあり。「暑い」と話しており、水分補給とアイスノン使用し安静臥床し様子をみています。バイタルサインは異常なし。午後は体調回復し、昼食も全量摂取しています。熱中症状や体調の変化に注意していきます。
・杉澤　恵子様～昨日、夕食前に嘔気訴えあり、水分補給し安静促し落ち着き夕食は全量摂取しています。本日は、体調不良訴の訴えはありません。部屋の窓が開いていない・コーヒーにミルクが入れ忘れた等、些細なことで不機嫌となり声を荒げる事が、対応にて落ち着く事が出来ています。引き続き訴え内容を確認し他者とのトラブルが無いように関わっていきます。

・小笠原　文人様～言動にまとまりがなく、セルフア能力の低下が目立ち、介入・援助要することが増えてきています。呂律不良で訴えの内容が聞き取れない事や、前屈姿勢で歩行状態も不安定な様子みられ転倒にリスクもあります。
今後も気　高揚さの度合いを観察し他者とのトラブルや事故がないように関わっていきます。
・風穴　義信様～歩行状態不安定さ著明にて、昨日、頭部CT検査実施しています。
移動時は常にスタッフの付き添い要し、。入浴時も洗身や洗髪など全介助しています。転倒など事故のないよう見守り・介入し発言内容など見当識障害等注意して観察していきます。
＜金Drケース検討＞

・下斗米　悟様～現在の部屋に変わってから、静かで眠れる様になったとの事。「困っている事はありません。」と話される。精神症状は長期に安定しており、飲酒の欲求もみられず経過している。作業にも精力的に参加し問題行動はみられない。処方変更なし。
・坂本　福子様～前に比べると眠気はよくなってきたとの事。眠気が全くない時もあると言う。「買い物（社会体験）に行ってきました。解放感があリました。スーパー内の陳列も見てきました。」と表情よく話されている。気分の亢進や妄想的な発言はみられないものの、病棟内生活でスタッフや他患者の言動に過剰に反応する様子もみられる。服薬は継続とする。処方変更なし。
・中野渡　鉄男様～体調については、変わりないとの事。昨日、社会体験で外出しカップ麺を購入した事を話されている。困っている事はないと言う。
　　　　　　　　　状態は安定している。処方変更なし。
・井上　和美様～「調子はよくなってきた。冷え症だから暑くなってきて調子よくなってきた。陰嚢からの出血について「良く洗おうと思って熱めのシャワーを、ずっと掛けながら暫くもんでいたら出血してきたんだよ。」と話されている。レントゲンの結果を知りたいと言う。主治医から異常所見がないとの説明を受けるが、納得せず「脳の血の巡りがおかしい様だ。心臓も苦しい。」等と妄想様の不調を様々並べ、詳しい説明を求め続ける事あり。身体的な訴えやこだわりの訴えは強い。過去の出来事を妄想的に解釈し、身体的な症状と結びつける様子がみられる。 処方変更なし。
・小笠原　文人様～体調については「普通です。」との事。「気分はいいですけど…」と答える。段々声が小さくなり、聞こえなくなってくるが話し続けている。呂律不良もあり、聞き取れず。その後「こんな俺でも面倒見てくれますか？」等と話される事あり。最近まとまりの無い言動が増えている。処方変更なし。
・高橋　康満様～社会体験の外出を断った事について「あまり、ピリっとしない。買い物は歩けないから行きません。パっとする時は行こうと思っています。」と話される。安定した状態にある。このまま経過を看守る。処方変更なし
・十日市　利喜様～体調については変わりないとの事。社会体験で31日に買い物の予定が組まれている事を知ると「31日に買い物さ行くのか？」と嬉しそうにしている。主治医から計算できるのか問われると「できる、できる。金も持っている。」と答える。難聴ではあるものの比較的能力は保たれており残存機能の維持をはかっていきたい。
・角濱　義弘様～限度額認定の期限が7/31で切れていると先程聞いたので、明日行って手続きをしてきたいとの事。父の面会にも行きたいと言うが、今回は手続きのみの外出で許可となる。9：00～14:00までとの事であるが早めに帰院すると言う。ジアゼパム加剤後は不安、焦燥改善傾向。また日中の作業も継続する事ができている。
＜深澤Drケース検討＞

・山下　幸子様～今後のGHへの退院調整へ向けたスケジュールに関する不安は持続しているもののその他大きな変化なし。最近は患者の言動に対する過敏性の亢進や衝動行為などの精神症状には悪化なし。依然会話は迂遠で計画性に乏しいもののその他特に精神症状や身体症状には変化なし。
・内田　都影様～その後も会話にややまとまりを欠くが精神症状には大きな変化なく軽度の、関係念慮や被害念慮などは持続しているが日常生活には目立った支障なし。、他の患者の言動に対する妄想は否定する。その他目立った気分の変動も他の病的体験などは悪化なし。
・五日市　規様～その後も精神症状には大きな変化なし。妄想や幻覚などの病的体験やその他の興奮や衝動行為、まとまりに欠ける言動などの精神症状も目立つこともなく、リハビリテーションにも参加している。軽度の早朝覚醒あるが日中の作業には支障なし。
・風穴　義信様～本日はいつもに増して歩行は小刻みで動作も緩慢である。一方では固縮や振戦など錐体外路症状は認めず尿失禁もなし。病的体験や気分の変動などの精神症状は認めない。
・松永　勘五郎様～その後も身体症状や精神症状には大きな変化はなく、自発性は乏しくやや活気ないが、抑うつ気分や身体的な不調は否定する。幻覚や妄想などの精神病症状の存在も否定する。食思や睡眠は良好である。
